
分野別計画の主な変更箇所（１）こども未来  【左：審議時、右：現在案】 

①時代の潮流と本市の課題
を踏まえた「学力」の捉え
方の明確化 

資料５ 

②優先順位を意識した順序
の入れ替え 

③教育・子育て各々で改め
て体系化（運用上は一体的
な推進） 

④学校と子育て関連施設等
との明確な区分け 

⑤地域と学校の一体的な取
組の重視 



分野別計画の主な変更箇所（２）健康・サポート  【左：審議時、右：現在案】 

①生きがいづくりも健康寿
命延伸の一環であり、体系
を再編 

③小児等救急医療体制の重
点化 

②医療だけでなく多職種連
携による、地域での生活の
継続を支援する方向に 

④障害者施策の重点化 



分野別計画の主な変更箇所（３）経済・活力  【左：審議時、右：現在案】 

①旧思索3-1～3は交流
（昼間）人口を増やす共通
の目的があり。かつ，点で
はなく面として地域資源の
活用を捉えたいことから
「魅力・吸引力の維持・強
化」として1本に統合 

⑤細分化されていた農業も
産業振興の一部であること
から、集約・統合 

②施策の統合に伴い、同様
に細分化されていた取組の
集約 

⑥柏ブランド、シティプロ
モーションを経済・活力の
取組に位置づけ（他分野よ
り移動） 

④細分化されていた商業も
魅力・吸引力の強化の一環
であることから、集約・統
合 

③手賀沼に限らず、また単
なる観光スポット、販売拠
点ではない、総合的・戦略
的な取組の推進 



分野別計画の主な変更箇所（４）地域のちから  【左：審議時、右：現在案】 

②情報共有・発信等も地域
づくりのためと位置づけを
明確化 

⑤時代の潮流等に対応した
取組・事業内容の見直しと
重点化 

③生涯学習を地域づくりに
つなげ、新たな担い手を育
成する事業の重点化 

⑥細分化されていた施策も、
多様な人材活用・共生によ
る地域力強化の一環である
ことから、集約・統合 

④細分化されていた取組の
集約・再編 

①多様な市民活動も地域づ
くりのためと位置づけを明
確化し、細分化されていた
取組を集約 



分野別計画の主な変更箇所（５）環境・社会基盤  【左：審議時、右：現在案】 

①新たな緑を増やすよりも
既にある良好な自然環境の
保全を重視することから、
細分化せず集約 

④バリアフリーに限らず、
ユニバーサルデザインに基
づく、トータルな歩行空間
の整備を推進する事業名に
変更 

②個別の狭い既存事業を取
り上げるのではなく、5・
10年後を考え、幅広く捉
えられる事業を展開 

⑤細分化されていた下水道
と河川を、汚水と雨水に再
編 

③スクラップする方向の事
業についても積極的に実施
する事業(機能見直し)は重
点化。 
また、この事業は市民意見
等でも多かった子どもの遊
び場確保などにもつながる 



分野別計画の主な変更箇所（６）安全・安心  【左：審議時、右：現在案】 

②細分化されていた災害対
策の取り組みを集約・再編 

④災害時の医療・福祉の体
制を集約（健康・サポート
分野から移転） 

⑥意味合いの異なる事業を
一括りにせず、取組を分割
し再編 

⑦細分化されていた消費者
対策の再編 

⑤住宅街では防犯カメラを
嫌がる住民も居り、また、
そもそも犯罪しづらい街は
地域がしっかりしている所
であることから、より根本
的な実施内容に事業名を変
更 

①平時の見守り体制との
セットで地域力の向上を図
ると共に、市内の先進事例
の市全体への展開を追加 

③防災に限らない体制強化
であることからマネジメン
ト分野に移動 



分野別計画の主な変更箇所（７）マネジメント  【左：審議時、右：現在案】 

①歳入歳出構造も重要だが、
そもそも効率的・効果的な
事業執行や計画策定後の
しっかりした管理の仕組み
がなければ持続可能性は危
ういことから、重点化し順
序を上げた 

④本市の重点課題であり、
持続可能性の確保のために
は重点的に取り組まなけれ
ばならない取組であること
から、実現手段たる事業を
具体化し、重点化 

⑤マネジメントとはやや遠
く、経済・活力分野に近い
ことから移動 

③防災に限らない体制強化
であることから、安全・安
心分野から移動 

②取組レベルに上げ、実現
手段として具体的な事業を
掲載 


